
 

日
時 

令
和
六
年
三
月
十
日(

日)

午
後
一
時
半
～
三
時(

開
場 

午
後
一
時
） 

演
題 
お
能
と
農
と
サ
ッ
カ
ー
と
～
案
外
身
近
な
能
の
世
界 

室
町
時
代
初
期
（
14

世
紀
）
に
観
阿
弥
・
世
阿
弥
親
子
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
能
は
、

年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
日
本
が
誇
る
伝
統
芸
能
で
あ
る
。 

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
は
幕
府
や
公
家
、
大
名
な
ど
、
明
治
以
降
は
政
府
、

皇
室
、
華
族
、
新
興
財
閥
な
ど
能
の
後
援
者
が
支
配
階
級
、
富
裕
層
で
あ
っ
た
こ
と
、

能
面
、
装
束
、
鼓
な
ど
の
楽
器
、
古
語
に
よ
る
謡
、
専
用
の
能
舞
台
な
ど
そ
の
演
劇
の

あ
り
さ
ま
が
現
代
の
私
た
ち
の
普
通
の
暮
ら
し
か
ら
は
遠
い
こ
と
が
、
人
々
に
能
を
い

わ
ゆ
る
「
敷
居
が
高
い
」
芸
能
と
思
わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

本
講
座
で
は
能
が
案
外
身
近
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
講
師
の
著
書
『
わ
た
し
た
ち
は

み
な
弱
法
師
で
あ
る
』（
盛
岡
出
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
刊
）
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
伝
え

る
。 演

題
は
能
が
農
業
や
サ
ッ
カ
ー
と
と
て
も
近
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
だ
が
、
そ
れ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。 

岩
手
の
暮
ら
し
に
脈
々
と
続
く
謡
曲
文
化
を
絶
え
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、
ひ

と
り
で
も
多
く
の
方
に
能
、
謡
曲
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
謡
い
手
に
な

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

講
師 

千
葉 
万
美
子 

氏 

岩
手
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
講
座 

能
楽
喜
多
流
謡
教
士
・
同
舞
教
士
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト 

会
場 

一
関
市
立
一
関
図
書
館
一
階
学
習
室 

定
員 

五
十
名
（
要
申
込
）  

申
込
方
法 

直
接
・
電
話
に
よ
る
事
前
申
込
み 

事前申込用紙（直接・電話） 

令和５年度郷土資料講座 ３月 10日（日） 一関市立一関図書館 

氏名  電話番号  

 

◇
主
催 

岩
手
県
立
図
書
館 

一
関
市
立
一
関
図
書
館 

◇
共
催 

 
一
関
地
方
社
会
教
育
協
議
会
図
書
館
部
会 

◇
お
申
込
み
先
・
お
問
合
せ
先 

一
関
市
立
一
関
図
書
館
（
一
関
市
大
手
町
二
―
四
六
） 

電
話 

〇
一
九
一
―
二
一
―
二
一
四
七 

※
入
場
無
料 


